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国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
国
民
健
康
保
険
証
の
更
新 

 

10
月
１
日
で
保
険
証
が
一
斉
更
新
と
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
村
民
課
住

民
係
よ
り
送
付
し
て
お
り
ま
す
保
険
証
の
更
新
に
関

す
る
通
知
を
ご
持
参
の
う
え
、
更
新
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。 

 

【
手
続
場
所
】 

《
父
島
》
村
民
課
住
民
係 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

【
持
参
す
る
も
の
】 

印
鑑
、
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
、
送
付
済
み
の

通
知
（「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
」
の
更
新
に

つ
い
て
） 

  

保
険
証
は
、
カ
ー
ド
様
式
の
も
の
を
１
人
１
枚
交

付
し
ま
す
。ま
た
、次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
注
意
点
】 

○
記
載
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。
勝
手
に
書
き
換
え
る
と
無
効
に

な
り
ま
す
。 

○
他
人
と
の
貸
し
借
り
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。 

○
コ
ピ
ー
し
た
保
険
証
は
使
え
ま
せ
ん
。 

○
カ
ー
ド
化
に
伴
い
、
保
険
証
の
サ
イ
ズ
が
小
さ

く
な
っ
て
い
ま
す
。
保
険
証
は
犯
罪
に
使
わ
れ

る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
紛
失
し
な
い
よ
う

に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 
 

保
険
税
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
保
険
証
の
更
新

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
、
特
別
な
理
由
も
な
く
納

付
し
な
い
方
に
は
、
医
療
費
を
全
額
自
己
負
担
し
て

い
だ
た
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
安
心
し
て
診
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
保
険
税
は
納
期
限
内
に
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。 

  

◎
出
産
育
児
一
時
金
支
給
額
と
支
払
方
法
の
変
更 

 

10
月
１
日
以
降
に
出
産
さ
れ
る
方
か
ら
、
出
産
育

児
一
時
金
の
支
給
額
と
支
払
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。 

【
支
給
額
が
変
わ
り
ま
す
】 

緊
急
の
少
子
化
対
策
と
し
て
、
10
月
よ
り
平
成

22
年
度
末
ま
で
の
暫
定
措
置
と
し
て
、
小
笠
原
村

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
へ
支
給
す
る
出
産
育
児

一
時
金
を
、
38
万
円
か
ら
42
万
円
へ
引
き
上
げ

を
行
い
ま
す
。た
だ
し
、産
科
医
療
補
償
制
度（
※
）

に
加
入
し
て
い
な
い
医
療
機
関
で
分
娩
し
た
場
合

は
35
万
円
か
ら
39
万
円
へ
の
引
き
上
げ
と
な
り

ま
す
。 

 

※
産
科
医
療
補
償
制
度
と
は
、
分
娩
に
関
連
し
て

発
症
し
た
重
度
脳
性
ま
ひ
に
対
す
る
補
償
と
、

脳
性
ま
ひ
の
原
因
分
析
お
よ
び
再
発
防
止
の

機
能
を
併
せ
持
つ
制
度
と
し
て
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
産
科
医
療
補
償
制
度
に
加
入
し
て
い
る

病
院
は
、
産
科
医
療
補
償
制
度
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.sanka-hp.jcqhc.or.jp/

）
で
ご
確

認
い
た
だ
け
ま
す
。 

【
直
接
支
払
制
度
が
実
施
さ
れ
ま
す
】 

国
民
健
康
保
険
で
は
こ
れ
ま
で
、
出
産
費
用
を

い
っ
た
ん
被
保
険
者
の
方
に
医
療
機
関
な
ど
に
お

支
払
い
い
た
だ
い
た
後
、
申
請
に
基
づ
き
出
産
育

児
一
時
金
を
事
後
払
い
し
て
い
ま
し
た
。
10
月
か

ら
は
、
出
産
育
児
一
時
金
を
国
民
健
康
保
険
が
出

産
し
た
医
療
機
関
に
直
接
支
払
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
（「
直
接
支
払
制
度
」
と
い
い
ま

す
）。 

 
 

こ
れ
に
よ
り
、
被
保
険
者
は
出
産
に
際
し
、
多

額
の
現
金
を
用
意
す
る
必
要
が
な
く
な
り
、
か 

か
っ
た
費
用
が
42
万
円
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の

差
額
の
み
を
支
払
え
ば
済
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

出
産
費
用
が
42
万
円
未
満
の
場
合
は
、
そ
の
差
額

分
を
国
民
健
康
保
険
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

 
 

「
直
接
支
払
制
度
」
を
利
用
す
る
場
合
の
手
続

き
は
、
次
の
２
点
と
な
り
ま
す
。 

○
医
療
機
関
へ
被
保
険
者
証
の
提
示 

○
出
産
す
る
医
療
機
関
で
「
一
時
金
の
申
請
・
受

取
を
当
該
医
療
機
関
等
に
任
せ
る
」
旨
の
承
諾

書
の
取
り
交
わ
し 

 

「
直
接
支
払
制
度
」
を
希
望
し
な
い
方
に
つ
い
て

は
、従
来
ど
お
り
医
療
機
関
に
出
産
費
用
を
支
払
い
、

後
日
、
小
笠
原
村
に
申
請
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

※
一
部
の
医
療
機
関
に
お
い
て
は
、
直
接
支
払
制
度

の
導
入
が

長
６
か
月
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
医
療
機
関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

女
性
特
有
の
が
ん
検
診 

  

村
で
は
、特
定
の
年
齢
に
達
し
た
女
性
に
対
し
て
、

村
が
指
定
す
る
内
地
の
医
療
機
関
で
受
け
る
「
女
性

特
有
の
が
ん
検
診
」
の
費
用
が
無
料
と
な
る
ク
ー
ポ

ン
券
を
発
行
い
た
し
ま
す
。
発
行
を
希
望
さ
れ
る
方

は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。 

※
こ
の
ク
ー
ポ
ン
券
は
、
発
行
対
象
の
が
ん
検
診
を

内
地
で
受
診
す
る
方
の
み
利
用
す
る
も
の
で
す
。

11
月
に
実
施
さ
れ
る
「
小
笠
原
村
健
康
診
断
」
に

お
い
て
、
子
宮
が
ん
検
診
（検
診
内
容
は
同
じ
）・

乳
が
ん
検
診
（
超
音
波
検
査
お
よ
び
視
触
診
を
実

施
）
を
受
診
す
る
方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

※
ク
ー
ポ
ン
券
は
１
人
各
１
枚
ま
で
利
用
で
き
ま 

す
。ま
た
、村
が
実
施
す
る
が
ん
検
診
の
受
診
は
、

年
度
内
１
人
に
つ
き
１
回
で
す
。同
じ
年
度
に「
小

笠
原
村
健
康
診
断
」
で
子
宮
が
ん
検
診
・
乳
が
ん

検
診
を
受
診
す
る
方
は
、
こ
の
ク
ー
ポ
ン
券
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。 

【
対
象
者
】 

村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
30
歳
以
上
の
女
性 

【
発
行
す
る
ク
ー
ポ
ン
券
】 

○
子
宮
が
ん
検
診
用 

 

○
乳
が
ん
検
診
用
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
お
よ
び
視
触
診
） 

【
受
診
で
き
る
医
療
機
関
】 

 
 

医
療
法
人
社
団 

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
元
氣
プ
ラ
ザ 

 
 

千
代
田
区
飯
田
橋
３
―
６
―
５
（
Ｊ
Ｒ
飯
田
橋
駅
前
） 
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ﾀﾞﾑ 貯水率 

9/28 現在 

父島 

100/100 

母島 

100/100 

８月気象状況    （父島）

最高気温   31.6℃ 

最低気温   24.6℃ 

平均気温   28.4℃ 

平均湿度   84％ 

月降水量  108.5mm

住民基本台帳登録者数（9/1）    

             2,482 人 

             父島      母島    

  人口      2,031 人   451 人 

  世帯      1,101    237 

短期滞在者     71 人     14 人 

ＮＯ．５５９ 

平成 21 年(2009) 

１０/１(木) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり
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【
受
診
で
き
る
期
間
】 

 
 

10
月
１
日
～
平
成
22
年
３
月
２
日 

※
土
、
日
、
祭
日
、
年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。 

 

※
受
診
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。 

【
申
込
先
】 

 
 

申
請
書
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
場
所
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。 

《
父
島
》
村
役
場
村
民
課 

《
母
島
》
母
島
支
所 

 

な
お
、
平
成
21
年
４
月
２
日
現
在
で
次
の
年
齢
の

方
は
、
国
が
定
め
る
本
事
業
の
対
象
者
で
す
の
で
、

申
し
込
み
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
直
接
ご
自
宅
に
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
が
届
き
ま
す
。 

【
子
宮
が
ん
検
診
対
象
者
】 

 
 

20
歳
、
25
歳
、
30
歳
、
35
歳
、
40
歳 

【
乳
が
ん
検
診
対
象
者
】 

 
 

40
歳
、
45
歳
、
50
歳
、
55
歳
、
60
歳 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

  

「
行
政
相
談
」
と
は
、
国
な
ど
の
行
っ
て
い
る
仕

事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
な
ど
を
お
聞
き
し
、
第
三

者
的
な
立
場
か
ら
関
係
者
の
間
に
立
っ
て
、
そ
の
解

決
が
で
き
る
よ
う
助
力
す
る
こ
と
で
す
。 

村
で
は
、
行
政
相
談
員
が
１
名
、
総
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。「
苦
情
は
直
接
言
い
に
く
い
。」

と
、
お
困
り
の
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

電
話
で
の
ご
相
談
も
受
け
て
お
り
ま
す
が
、
今
月

は
、次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。 

【
実
施
日
程
】
10
月
13
日
（火
） 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
９
時 

【
実
施
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室 

【
行
政
相
談
員
】
山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
連
絡
先
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

医
療
費
助
成
（
○乳
・

○子
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

医
療
証
の
更
新 

 

○乳
・

○子
の
医
療
証
は
、
養
育
す
る
子
ど
も
が
対

象
年
齢
期
間
中
の
毎
年
10
月
１
日
に
更
新
さ
れ
ま

す
。
更
新
の
た
め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。 

 

９
月
17
日
ま
で
に
申
請
の
あ
っ
た
方
に
つ
き
ま

し
て
は
、
す
で
に
新
し
い
医
療
証
を
発
送
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
８
月
下
旬
に
発
送

し
ま
し
た
個
別
の
ご
案
内
や
村
民
だ
よ
り
９
月
号
を

ご
確
認
の
う
え
、
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 
南
島
入
島
禁
止
期
間 

  

南
島
の
植
生
回
復
の
た
め
に
、
毎
年
３
か
月
間
の

入
島
禁
止
期
間
を
設
け
て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
の
入
島
禁
止
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
入
島
禁
止
期
間
】 

11
月
４
日
（水
）～
平
成
22
年
２
月
５
日
（金
） 

※
年
末
年
始
に
入
島
期
間
を
設
け
ま
す
。日
程
は
、

別
途
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

【
入
島
禁
止
期
間
中
の
特
例
利
用
】 

 

《
利
用
方
法
》
西
側
の
海
か
ら
扇
池
に
上
陸
す
る 

 
 
 
 
 
 
 

（遊
泳
ま
た
は
カ
ヌ
ー
利
用
） 

※
こ
の
ル
ー
ト
は
大
変
危
険
な
た
め
、
入
島
に

際
し
て
は
海
況
な
ど
に
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。 

《
利
用
範
囲
》 

扇
池
お
よ
び
周
辺
の
砂
浜
に
限
り
ま
す
。
自

然
観
察
路
へ
の
立
ち
入
り
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

《
利
用
条
件
》 

○ 

観
光
客
等
を
案
内
す
る
場
合
は
、
ガ
イ
ド

の
同
伴
な
ど
適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
を
遵

守
し
て
く
だ
さ
い
。 

○ 

村
民
利
用
の
場
合
は
ガ
イ
ド
の
同
伴
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
村
役
場
へ
の
入
島
手

続
き
の
ほ
か
、
適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
と
同

様
の
条
件
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

◎
適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
に
つ
い
て 

 
 
 

村
役
場
産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 
 
 

支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

２
―
２
１
２
３ 

◎
植
生
回
復
に
つ
い
て 

 
 
 

支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

２
―
２
１
２
３ 

 
 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課  ２

―
２
１
０
３  

家
具
転
倒
防
止
器
具
等
の
支
給
・
取
付 

 

住
居
内
の
家
具
転
倒
防
止
策
を
促
進
し
、
震
災
時

に
お
け
る
人
的
被
害
を

小
限
に
抑
え
る
た
め
、
次

の
世
帯
を
対
象
に
家
具
転
倒
防
止
器
具
等
を
現
物
支

給
し
ま
す
。 

【
対
象
世
帯
（村
内
に
住
所
を
有
す
る
）】 

 

○
高
齢
者
（申
請
受
付
開
始
日
に
お
い
て
65
歳
以

上
）が
含
ま
れ
る
世
帯 

 

○
障
害
者
が
含
ま
れ
る
世
帯 

 

○
要
介
護
者
が
含
ま
れ
る
世
帯 

 

○
難
病
医
療
費
助
成
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方
が
含

ま
れ
る
世
帯 

※
世
帯
構
成
者
全
員
が
右
に
該
当
す
る
場
合
は
、

希
望
に
よ
り
取
り
付
け
も
行
い
ま
す
。 

【
申
込
期
間
】
10
月
５
日
（月
）
～
10
月
30
日
（金
） 

 

※
予
算
の
上
限
を
超
え
た
場
合
は
、
先
着
順
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

【
支
給
開
始
日
】
11
月
24
日
（火
） 

 

※
取
り
付
け
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
12
月
上
旬

に
な
り
ま
す
。 

【
申
込
先
】 

 

《
父
島
》
総
務
課
総
務
係 

 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

ア
カ
ギ
木
工
教
室
（父
島
） 

  

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
伴
う
外
来
種
対
策
の
一
環

と
し
て
、
伐
採
さ
れ
た
ア
カ
ギ
材
な
ど
を
有
効
活
用

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
木
工
教
室
を
開
催
い
た
し
ま

す
。 参

加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ 

い
。 

【
日
時
】
10
月
18
日
（日
） 

午
後
４
時
か
ら
２
時
間
程
度 

【
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

【
内
容
】
ペ
ン
ダ
ン
ト
ま
た
は
箸
づ
く
り 

【
募
集
人
数
】
20
名
程
度 

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

【
注
意
事
項
】 

○
工
具
な
ど
は
こ
ち
ら
で
用
意
し
ま
す
が
、
服
装

に
つ
い
て
は
汚
れ
て
も
良
い
よ
う
な
も
の
で

お
願
い
し
ま
す
。 

○
小
さ
い
お
子
様
は
保
護
者
同
伴
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
計
画
（
素
案
）

に
対
す
る
意
見
募
集 

 
 

 

東
京
都
は
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
に

基
づ
く
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
計
画
（素
案
）を
策
定

し
、
こ
れ
に
対
す
る
意
見
募
集
を
次
の
と
お
り
行
っ

て
お
り
ま
す
。 

 

同
計
画
（素
案
）
は
、
小
笠
原
諸
島
の
平
成
21
年

度
か
ら
平
成
25
年
度
ま
で
の
振
興
開
発
の
方
向
を

示
す
も
の
で
す
。 

 

素
案
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
役
場
、
小
笠

原
支
庁
の
ほ
か
、都
民
情
報
ル
ー
ム
（都
庁
第
一
本
庁

舎
３
階
）
、
東
京
都
総
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.soum

u.m
etro.tokyo.jp/05gyousei

/shinkoukaihatsukeikaku/ogasaw
ara-iken.htm

） 
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で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。 

今
後
は
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
を
参
考
に
、
11

月
中
旬
に
は
計
画
決
定
す
る
予
定
で
す
。 

【
募
集
期
間
】 

 
 

10
月
19
日
（月
）ま
で
（必
着
） 

【
募
集
方
法
】 

 

《
郵
送
》
〒
１
６
３
‐
８
０
０
１ 

 
 
 
 
 
 

東
京
都
総
務
局
行
政
部
振
興
企
画
課 

 

《
Ｅ
メ
ー
ル
》 

 
 
 

S0000020@
section.m

etro.tokyo.jp 
 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

衆
議
院
議
員
選
挙
の
結
果 

  

８
月
30
日
に
行
な
わ
れ
た
衆
議
院
議
員
選
挙
の

小
笠
原
村
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
有
権
者
数
】
（小
選
挙
区
選
出
） 

 

《
父
島
》
１
５
８
８
人 

《
母
島
》
３
５
８
人 

 

《
合
計
》
１
９
４
６
人 

【
投
票
率
】
（小
選
挙
区
選
出
） 

 

《
父
島
》
64
・
86
％ 

《
母
島
》
71
・
23
％ 

 

《
合
計
》
66
・
３
％ 

【
得
票
数
】 

《
小
選
挙
区
選
出
》 

 
 

ま
つ
ば
ら 

仁 
 

６
６
１
票 

 
 

石
原 

ひ
ろ
た
か 

４
７
３
票 

 
 

沢
田 

英
次 

 
 

１
１
２
票 

 
 

無
効
投
票 

 
 
 
 

                              

39
票 

 

《
比
例
代
表
選
出
》 

 
 
 

民
主
党 

 
 
 
 

５
２
４
票 

 
 
 

自
由
民
主
党 

 
 

３
２
７
票 

 
 
 

公
明
党 

 
 
 
 

１
１
１
票 

 
 
 

日
本
共
産
党 
 
 
 

                             

99
票 

 
 
 

み
ん
な
の
党 

 
 
 

                             

81
票 

 
 
 

社
会
民
主
党 

 
 
 

                             

44
票 

 
 
 

国
民
新
党 

 
 
 
 

                             

28
票 

 
 
 

幸
福
実
現
党 

 
 
 

                           

11
票 

 
 
 

新
党
日
本 

 
 
 
 

                            

11
票 

 
 
 

無
効
投
票 

 
 
 
 

                              

50
票 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
選
挙
管
理
委
員
会 

２
―
３
１
１
１ 

 

保
育
士
（非
常
勤
職
員
）募
集 

 

【
職
種
・
採
用
人
員
】
保
育
士 

１
名 

【
業
務
内
容
】
父
島
保
育
園
の
保
育
業
務 

【
採
用
予
定
日
お
よ
び
期
間
】 

11
月
１
日
～
平
成
22
年
３
月
31
日 

【
勤
務
日
時
】 

月
曜
日
～
土
曜
日 

午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分 

（週
30
時
間
以
内
） 

【
給
与
等
】
時
給
１
０
０
０
円 

（労
働
保
険
、
社
会
保
険 

完
備
） 

【
応
募
資
格
】 

村
内
在
住
で
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方 

【
募
集
要
綱
の
配
布
】 

10
月
１
日
（木
）か
ら
村
役
場
に
て
配
布
し
ま
す
。 

【
選
考
方
法
】
面
接
試
験 

【
申
込
締
切
】
10
月
20
日
（火
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

固
定
資
産
税
（家
屋
）の
減
額 

 

◎
新
築
住
宅
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置 

 平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
に
新
築
さ
れ
た
住
宅

に
つ
い
て
は
、
新
築
後
、
一
定
期
間
、
固
定
資
産
税

が
減
額
さ
れ
ま
す
。 

【
対
象
住
宅
】 

○
専
用
住
宅
や
併
用
住
宅
で
あ
る
こ
と 

※
併
用
住
宅
に
つ
い
て
は
、
居
宅
部
分
の
割
合
が

２
分
の
１
以
上
の
も
の
に
限
り
ま
す 

○
専
用
住
宅
の
場
合
、
床
面
積
が
50
㎡
（一
戸
建

以
外
の
貸
家
住
宅
に
あ
っ
て
は
40
㎡
）
以
上
２

８
０
㎡
以
下 

 

◎
住
宅
耐
震
改
修
に
係
る
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置 

 

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
に
建
築
し
た
住
宅
を
、

平
成
18
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
12
月
31
日

ま
で
の
間
に
、
現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
す
る
よ
う

一
定
の
改
修
工
事
（一
戸
あ
た
り
工
事
費
30
万
円
以

上
）
を
行
っ
た
場
合
、
申
告
に
よ
り
一
定
期
間
、
固

定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。 

 

◎
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
係
る
固
定
資
産
税

の
減
額
措
置 

 

一
定
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、

申
告
に
よ
り
翌
年
度
の
固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま

す
。 

【
対
象
住
宅
】 

○
平
成
19
年
１
月
１
日
以
前
に
建
築
し
た
居
住

用
の
家
屋
で
あ
る
こ
と 

○
併
用
住
宅
の
場
合
は
居
住
用
の
面
積
が
１
／
２

以
上
で
あ
る
こ
と
（賃
貸
住
宅
は
除
く
） 

○
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22
年
３
月

31
日
ま
で
の
間
に
、
自
己
負
担
額
が
一
戸
あ
た

り
30
万
円
以
上
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

が
行
わ
れ
た
も
の 

【
適
用
さ
れ
る
工
事
】 

○
廊
下
（出
入
り
口
）の
拡
幅 

○
階
段
の
勾
配
の
緩
和 

○
浴
室
の
改
良 

○
便
所
の
改
良 

○
手
す
り
の
取
り
付
け 

○
床
の
段
差
の
解
消 

○
引
き
戸
へ
の
取
替
え 

○
床
表
面
の
滑
り
止
め
化 

【
居
住
者
要
件
】 

次
の
い
ず
れ
か
の
方
が
居
住
し
て
い
る
こ
と 

○
65
歳
以
上
の
方 

○
介
護
保
険
に
お
い
て
、
要
介
護
認
定
、
要
支
援

認
定
を
受
け
て
い
る
方 

○
障
害
の
あ
る
方 

 

◎
熱
損
失
防
止
（省
エ
ネ
）改
修
に
係
る
固
定
資
産
税

の
減
額
措
置 

 

一
定
の
熱
損
失
改
修
工
事
を
行
っ
た
場
合
、
申
告

に
よ
り
翌
年
度
の
固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。 

【
対
象
住
宅
】 

○
平
成
20
年
１
月
１
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
居

住
用
の
家
屋 

※
併
用
住
宅
の
場
合
は
居
住
用
の
面
積
が
１
／
２

以
上
で
あ
る
こ
と
（賃
貸
住
宅
は
除
く
） 

○
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22
年
３
月

31
日
ま
で
の
間
に
、
自
己
負
担
額
が
一
戸
あ
た

り
30
万
円
以
上
の
熱
損
失
防
止
改
修
工
事
が

行
わ
れ
た
も
の 

【
適
用
さ
れ
る
工
事
】 

 

①
窓
の
断
熱
改
修
工
事
（必
須
） 

 

②
床
の
断
熱
改
修
工
事 

 

③
天
井
の
断
熱
改
修
工
事 

 

④
壁
の
断
熱
改
修
工
事 

※ 

①
の
工
事
は
必
須
で
す
。
ま
た
、
改
修
部
位

が
い
ず
れ
も
現
行
の
省
エ
ネ
基
準
に
新
た
に

適
合
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

◎
認
定
長
期
優
良
住
宅
に
係
る
固
定
資
産
税
の 

減
額
措
置 

 

「
長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

の
規
定
に
基
づ
き
認
定
さ
れ
た
住
宅
に
つ
い
て
、
申

告
に
よ
り
一
定
期
間
、
固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ
ま

す
。 

【
対
象
住
宅
】 

○
平
成
21
年
６
月
４
日
か
ら
平
成
22
年
３
月

31
日
ま
で
に
新
築
さ
れ
た
も
の 

○
専
用
住
宅
や
併
用
住
宅
で
あ
る
こ
と 

※
併
用
住
宅
に
つ
い
て
は
、
居
宅
部
分
の
割
合
が

１
／
２
以
上
の
も
の
に
限
り
ま
す 

○
専
用
住
宅
の
場
合
、
床
面
積
が
50
㎡
（一
戸
建

以
外
の
貸
家
住
宅
に
あ
っ
て
は
40
㎡
）
以
上
２

８
０
㎡
以
下 
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◎
共
通
事
項 

 
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
と
熱
損
失
防
止
改
修
は
重
複

し
て
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の

重
複
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
減
額
さ
れ
る
範
囲
お
よ
び
申
告
期
間
な
ど

の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

財
政
課
税
務
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
２ 

 
 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

村
民
税
・
都
民
税
の
納
期 

 

村
民
税
・
都
民
税
の
第
３
期
の
納
期
限
は
、
11
月

２
日
（月
）で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。 口

座
か
ら
の
自
動
払
い
込
み
に
よ
る
納
付
を
申
し

込
ま
れ
て
い
る
方
は
、
残
高
不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

長
寿
（後
期
高
齢
者
）医
療
保
険
料
の
納
期
限 

 

平
成
21
年
度
長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医
療
保
険
料

の
普
通
徴
収
第
２
期
納
期
限
は
、
11
月
２
日
（月
）

で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

対
象
者
は
７
月
に
お
送
り
し
た
納
入
通
知
書
で

「
普
通
徴
収
」
の
欄
に
保
険
料
の
期
割
額
の
記
載
が

あ
り
、
普
通
徴
収
第
２
期
の
納
付
書
が
同
封
さ
れ
て

い
た
方
で
す
。 

な
お
、
指
定
口
座
か
ら
の
自
動
払
い
込
み
に
よ
る

納
付
を
申
し
込
ま
れ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

納
付
書
は
発
行
し
て
い
ま
せ
ん
。納
入
通
知
書
の「
普

通
徴
収
」
の
欄
の
保
険
料
の
期
割
額
を
ご
確
認
い
た

だ
き
、
口
座
の
残
高
不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業 

 
 

村
で
は
シ
ロ
ア
リ
対
策
事
業
と
し
て
、
集
落
周
辺

の
総
合
対
策
を
実
施
し
ま
す
。 

ま
た
、
申
し
込
み
に
よ
り
被
害
兆
候
の
見
つ
け
方

な
ど
全
般
的
な
相
談
受
付
、
家
屋
の
点
検
や
樹
木
の

駆
除
作
業
も
行
い
ま
す
。 

 

新
築
さ
れ
る
方
、
前
回
処
理
の
保
証
期
間
が
ま
も

な
く
切
れ
る
方
、
ま
た
は
既
に
切
れ
て
い
る
な
ど
、

心
当
た
り
の
あ
る
方
は
シ
ロ
ア
リ
対
策
団
が
来
島
す

る
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
間
】
10
月
１
日
（木
）
～
10
月
14
日
（水
） 

【
対
策
期
間
】
10
月
９
日
（金
）～
17
日
（土
） 

※
点
検
・
駆
除
作
業
を
伴
う
場
合
は
、
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 
 ●

申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

父
島
動
物
巡
回
診
療 

 

 

台
風
の
影
響
に
よ
り
延
期
し
ま
し
た
父
島
動
物
巡

回
診
療
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。 

【
申
込
期
間
】
10
月
１
日
（木
）～
15
日
（木
） 

【
診
療
日
程
】
10
月
18
日
（日
）、
19
日
（月
） 

【
場
所
】
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
注
意
事
項
】 

○
診
療
は
有
料
で
す
。 

○
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
先
着
順
に
受
け

付
け
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

 

平
成
22
年
成
人
式 

 

平
成
22
年
成
人
式
は
、
父
島
・
母
島
と
も
に
１
月

１
日
（金
）開
催
予
定
で
す
。 

 

次
の
①
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
11
月
中
旬
ご
ろ
に

詳
し
い
日
時
な
ど
を
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

②
に
該
当
し
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
教
育
委

員
会
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

 
 

平
成
元
年
４
月
２
日
～
平
成
２
年
４
月
１
日
の

間
に
生
ま
れ
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方 

①
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方 

②
転
出
し
て
現
在
小
笠
原
村
に
住
民
票
は
な
い
が
、

親
が
小
笠
原
村
に
住
ん
で
い
る
方 

【
島
民
割
引
制
度
の
適
用
】 

成
人
式
に
参
加
す
る
た
め
帰
省
す
る
方
は
、
お

が
さ
わ
ら
丸
・
は
は
じ
ま
丸
の
島
民
割
引
制
度
を

ご
利
用
で
き
ま
す
。 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
８
月
15
日
～
８
月
30
日 

○
航
空
路
関
係
要
望
活
動 

○
国
会
議
員
あ
い
さ
つ 

○
都
議
会
あ
い
さ
つ 

○
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
事
業
視
察
等 

【
出
張
期
間
】
９
月
６
日
～
９
月
12
日 

 

○
国
会
議
員
あ
い
さ
つ 

 
 ●

問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

     

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
10
月
の
「母

島
巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
10
月
26
日
（月
） 

午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

東
京
都

低
賃
金
の
改
正 

  

10
月
１
日
よ
り
東
京
都

低
賃
金
が
改
正
と
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
総
合
事
務
所
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【

低
賃
金
】
７
９
１
円
（現
行
７
６
６
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

 
 
 

 

国
有
林
課
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
森
林
生
態
系
保
護
地
域
の 

利
用
講
習
会
（新
規
）の
開
催 

  

小
笠
原
村
へ
在
住
さ
れ
て
い
る
方
で
陸
域
（
国
有

林
）
を
利
用
す
る
場
合
は
、
昨
年
９
月
30
日
か
ら
所

定
の
手
続
き
（利
用
講
習
の
受
講
・
入
林
申
請
等
）
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
利
用
講
習
を
受
講
さ
れ
て
い
な
い
方 

で
、
今
後
、
陸
域
（国
有
林
）
を
利
用
す
る
ガ
イ
ド
業

や
環
境
教
育
の
指
導
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
利
用
講

習
会
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。 

な
お
、
一
般
住
民
の
方
で
個
人
的
な
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
利
用
を
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、
随
時
開
催

し
て
い
ま
す
15
分
程
度
の
「
簡
易
な
講
習
」
を
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。 

「
簡
易
な
講
習
」
に
つ
い
て
は
、
電
話
で
の
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。 
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【
母
島
に
お
け
る
利
用
講
習
会
】 

 
《
日
時
》
10
月
14
日
（水
） 

午
後
１
時
30
分
～
５
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
父
島
に
お
け
る
利
用
講
習
会
】 

 

《
日
時
》
10
月
19
日
（月
） 

午
後
１
時
30
分
～
５
時
30
分 

《
場
所
》
総
合
事
務
所
２
階
会
議
室 

【
必
要
な
も
の
】 

 
 

①
印
鑑
、
②
村
民
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

も
の
（免
許
証
、
居
住
証
明
書
な
ど
）、
③
11
枚
綴

り
の
「村
民
の
皆
様
へ
」
（※
） 

【
受
講
資
格
】 

利
用
講
習
と
簡
易
な
講
習
の
受
講
資
格
は
、
受

講
時
に
18
歳
以
上
で
、
小
笠
原
村
に
居
住
さ
れ
て

い
る
方
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

◎
森
林
生
態
系
保
護
地
域
へ
の
入
林
受
付 

  

母
島
に
お
い
て
保
護
地
域
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実

施
し
ま
す
。 

 

父
島
に
お
い
て
は
、
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。 

【
日
時
】
10
月
14
日
（水
）
午
後
７
時
～
８
時 

【
場
所
】
母
島
支
所
大
広
間 

【
必
要
な
も
の
】 

 

①
印
鑑 

②
村
民
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
（免
許

証
、
居
住
証
明
書
な
ど
） 

③
11
枚
綴
り
の
「村
民
の
皆
様
へ
」
（※
） 

※
「
村
民
の
皆
様
へ
」
に
つ
い
て
は
、
昨
年
各
家
庭

に
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
笠
原
村
に
新

た
に
転
入
さ
れ
た
方
に
は
、
村
役
場
村
民
課
ま

た
は
母
島
支
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
が
、
お
持

ち
で
な
い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
対
策
室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
０
３ 

平
成
21
年 

 

全
国
地
域
安
全
運
動
の
実
施 

  

10
月
11
日
（日
）か
ら
20
日
（火
）ま
で
の
10
日
間

「全
国
地
域
安
全
運
動
」を
実
施
し
ま
す
。 

小
笠
原
警
察
署
・小
笠
原
防
犯
協
会
で
は
、
「守
ろ

う
よ 

わ
た
し
の
好
き
な 

島
だ
か
ら
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
海
や
山
で
の
事
故
防
止
、
犯
罪
防
止
の
た
め
の
パ
ト
ロ

ー
ル
を
強
化
し
ま
す
。 

【運
動
の
重
点
】 

 

○
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止 

 

○
侵
入
盗
、
置
引
き
、
車
上
狙
い
等
の
被
害
防
止 

 

○
振
り
込
め
詐
欺
、
還
付
金
詐
欺
等
の
被
害
防
止 

 

○
海
・山
に
お
け
る
各
種
事
故
防
止 

 
○
農
作
物
の
盗
難
防
止 

【注
意
事
項
】 

 

○
車
か
ら
離
れ
る
時
は
、
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
し
、
エ
ン
ジ
ン

キ
ー
の
抜
き
忘
れ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

○
海
や
山
に
出
か
け
る
時
は
、
宿
泊
先
な
ど
に
必
ず

行
き
先
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

○
不
審
者
を
見
た
ら
す
ぐ
に
１
１
０
番
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

 
２
―
２
１
１
０ 

 

未
来
に
残
そ
う
青
い
海 

  

小
笠
原
の
美
し
い
海
が
未
来
永
劫
続
く
よ
う
、
海

洋
環
境
保
全
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
海
上
保
安
署
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。 

○
海
に
ゴ
ミ
や
油
を
捨
て
て
い
る
人
ま
た
は
船
を

見
か
け
た
。 

○
海
岸
や
浜
辺
に
多
量
の
廃
棄
物
が
捨
て
ら
れ
て

い
る
の
を
見
か
け
た
。 

○
海
岸
や
浜
辺
で
注
射
器
な
ど
の
医
療
廃
棄
物
を

見
か
け
た
。 

 

※
漂
着
物
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
感
染
症
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
む
や
み
に
触
ら
な
い
で
、
ご

一
報
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
上
保
安
署
２
―
７
１
１
８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

海
の
も
し
も
は
１
１
８
番 

 

二
見
港
岸
壁
（改
良
）工
事 

  

小
笠
原
支
庁
港
湾
課
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

二
見
港
の
津
波
対
策
と
し
て
桟
橋
の
改
良
工
事
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
は
は
じ
ま
丸
休
憩
所

付
近
の
工
事
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
二
見
港
桟

橋
の
一
部
利
用
を
制
限
し
て
お
り
ま
す
。 

工
事
期
間
中
は
、
多
々
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
安
全
確
保
の
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

【
工
期
】
平
成
22
年
１
月
29
日
（金
）
ま
で 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
港
湾
課 

 
 
 

２
―
２
０
１
５ 

 
 

太
平
洋
建
設
株
式
会
社 

 
 

２
―
２
７
３
６ 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
講
演
会 

「ア
ホ
ウ
ド
リ
の
歴
史
と
小
笠
原
諸
島
への
再
導
入
」 

 
 

か
つ
て
無
数
に
生
息
し
て
い
た
ア
ホ
ウ
ド
リ
は
、

羽
毛
採
取
の
た
め
に
乱
獲
さ
れ
、
一
時
は
絶
滅
さ

え
報
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
現
在
は
２
５
０
０
羽
程

度
ま
で
回
復
し
て
い
ま
す
。
本
講
演
で
は
、
そ
の

歴
史
と
、
小
笠
原
諸
島
へ
の
再
導
入
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。 

【
日
時
】
10
月
９
日
（金
）
午
後
７
時
～ 

【
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室 

【
講
師
】
出
口
智
広
（山
階
鳥
類
研
究
所
） 

   

◎
写
真
展
「
未
来
へ
は
ば
た
け 
ア
ホ
ウ
ド
リ
た
ち
」 

開
催
中
の
写
真
展
は
10
月
12
日
（月
）
ま
で
と

な
り
ま
し
た
。
10
月
２
日
（金
）
～
10
月
12
日

（月
）
は
毎
日
開
館
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
２
３ 

 

平
成
21
年
度
「
島
し
ょ
法
律
相
談
」 

 

～
電
話
に
よ
る
弁
護
士
の
無
料
法
律
相
談
～ 

  

東
京
都
で
は
、
島
し
ょ
に
居
住
さ
れ
る
方
々
が
、

法
的
な
ト
ラ
ブ
ル
に
出
会
っ
た
時
の
た
め
に
、
電
話

に
よ
る
弁
護
士
の
無
料
法
律
相
談
を
行
っ
て
い
ま 

す
。 

【
相
談
日
】
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日 

※
祝
祭
日
を
除
く
。 

【
相
談
時
間
】
午
後
１
時
～
４
時 

 

※
相
談
時
間
中
は
、
直
接
電
話
で
ご
相
談
い
た
だ

け
ま
す
が
、
相
談
中
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の 

で
、
事
前
に
ご
予
約
い
た
だ
く
と
確
実
で
す
。 

【
事
前
予
約
受
付
時
間
】 

月
～
金
曜
日 

午
前
９
時
～
午
後
５
時 

           

●
問
合
せ
先
・
相
談
・
事
前
予
約
受
付 

 
 

東
京
都
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
局
都
民
の
声
課 

 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
３
８
８
―
２
２
４
５ 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

ご
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
固
く
守
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 
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東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（予
約
が
必
要
で
す
）。 

今
後
の
開
催
月
は
、
12
、
３
月
の
予
定
で
す
。 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
10
月
15
日
（木
）
午
後
７
時
～
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
10
月
16
日
（金
）
午
後
３
時
～
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

 
 

（
祝
日
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５  

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
10
月
23
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
事
前
予
約
受
付 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

 

●
当
日
の
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動 

 

 

共
同
募
金
運
動
が
10
月
１
日
よ
り
全
国
一
斉
に

行
わ
れ
ま
す
。
共
同
募
金
は
助
け
合
い
精
神
を
基
調

と
し
て
始
ま
り
、
今
年
63
回
目
に
な
り
ま
す
。
集
め

ら
れ
た
寄
付
金
は
地
域
福
祉
の
推
進
の
た
め
に
配
分

さ
れ
、
小
笠
原
村
に
お
い
て
も
東
京
都
共
同
募
金
会

よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
に
車
両
や
コ
ピ
ー
機
購
入
の

た
め
の
配
分
を
受
け
て
い
ま
す
。 

 

共
同
募
金
運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
寄
付
金
に
は
税
制
上

の
優
遇
措
置
も
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
共
同
募
金
会
小
笠
原
村
地
区
協
力
会

（
小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
内
） 

２
―
２
４
８
６ 

 
テ
レ
ビ
地
上
波
放
送
の
中
断 

  

太
陽
雑
音
の
電
波
妨
害
現
象
（
※
）
に
よ
り
次
の

期
間
中
、放
送
が
中
断
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

【
予
想
日
時
】 

 
 

10
月
３
日
（土
）～
６
日
（火
） 

 
 
 

午
後
０
時
21
分
ご
ろ
か
ら
約
５
～
８
分
間 

 

※
太
陽
雑
音
に
よ
る
電
波
妨
害
現
象
と
は
、
太
陽
、

放
送
衛
星
、受
信
地
が
一
直
線
に
並
ん
だ
と
き
に
、

強
力
な
太
陽
雑
音
を
受
け
る
た
め
起
こ
る
現
象
で
、

春
分
の
日
お
よ
び
秋
分
の
日
の
前
後
に
発
生
し
ま

す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
テ
レ
ビ
視
聴
管
理
組
合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
５
１
０ 

 

太
陽
雑
音
に
よ
る
通
信
へ
の
影
響 

  

太
陽
雑
音
に
よ
り
、
次
の
時
間
帯
は
本
土
と
の
通

信
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

【
予
想
日
時
】
10
月
３
日
（土
）～
９
日
（金
） 

 
 
 
 
 
 
 

午
前
10
時
20
分
～
30
分 

 
 
 
 
 
 
 

正
午
～
午
後
０
時
10
分 

 

●
問
合
せ
先 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―
東
京
西 

カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー 

（
局
番
な
し
）１
１
３ 

 

日
商
簿
記
検
定
の
実
施 

 

日
商
簿
記
検
定
を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。 

【
試
験
日
】
11
月
15
日
（日
） 

【
受
験
申
込
期
間
】 

９
月
25
日
（金
）～
10
月
14
日
（水
）ま
で 

【
受
験
料
】《
４
級
》
１
６
０
０
円 

 
 
 
 

                          

《
３
級
》
２
５
０
０
円 

 
 
 
 

                      

《
２
級
》
４
５
０
０
円 

 
 

試
験
会
場
は
父
島
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
母

島
に
つ
い
て
も
受
験
希
望
者
が
い
る
場
合
に
は
会
場

を
設
け
る
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
、
商
工
会
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
村
商
工
会 

 
 
 
 

２
―
２
６
６
６ 

 

小
型
船
舶
免
許
の
更
新
・
失
効
講
習 

   

小
型
船
舶
免
許
の
更
新
・
失
効
講
習
を
行
な
い
ま

す
。 ま

た
、父
島
に
お
い
て
は
進
級
講
習
も
行
い
ま
す
。 

 

◎
更
新
・
失
効
講
習 

【
母
島
】 

《
日
時
》
11
月
６
日
（金
） 

午
後
５
時
30
分
～
８
時 

《
場
所
》
村
役
場
母
島
支
所
大
広
間 

【
父
島
】 

《
日
時
》
11
月
８
日
（日
） 

午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

◎
進
級
講
習
（父
島
） 

 

２
級
お
よ
び
４
級
を
お
持
ち
の
方
の
１
級
へ
の
進

級
コ
ー
ス
で
す
。 

【
日
時
】 

 
 

11
月
６
日
（金
）午
後
１
時
～
６
時 

 
 

11
月
７
日
（土
）午
前
９
時
～
午
後
６
時
10
分 

 

◎
共
通
事
項 

【
申
込
期
間
】
10
月
５
日
（月
）
～
23
日
（金
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

父
島 

小
笠
原
マ
リ
ン
（株
） 

２
―
２
９
１
７ 

 
 

母
島 

小
笠
原
母
島
漁
業
協
同
組
合
（河
合
） 

３
―
２
３
１
１  

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
の
実
施 

  

東
京
防
災
指
導
協
会
で
は
、
危
険
物
取
扱
者
保
安

講
習
を
次
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。 

【
受
講
対
象
者
】 

危
険
物
取
扱
者
で
製
造
所
、
貯
蔵
所
ま
た
は
取

扱
所
に
お
い
て
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て

い
る
方
。 

な
お
、
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
な

い
危
険
物
取
扱
者
で
も
、
希
望
に
よ
り
受
講
で
き

ま
す
。 

【
講
習
日
時
お
よ
び
会
場
】 

 

《
父
島
》 

10
月
16
日
（金
）
午
前
９
時
～
午
後
１
時 

 
 
 

小
笠
原
支
庁
大
会
議
室 

 

《
母
島
》 

10
月
17
日
（土
）
午
後
１
時
～
５
時 

 
 
 

小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所
会
議
室 

【
受
講
受
付
】 

 
 

講
習
日
当
日
、
会
場
に
て
講
習
開
始
30
分
前
よ

り
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。 

 

【
受
講
案
内
・
請
書
配
布
場
所
】 

 
 

小
笠
原
支
庁
、
母
島
出
張
所
、
村
役
場
、
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母
島
支
所 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

公
益
財
団
法
人 

東
京
防
災
指
導
協
会 

 

 
 

講
習
事
業
部
講
習
第
一
課 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
２
９
７
―
１
０
１
０ 

 

都
立
小
笠
原
高
校
公
開
講
座 

 

『
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（初
級
）
』 

 

平
成
21
年
度
都
立
小
笠
原
高
等
学
校
公
開
講
座

「バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（初
級
）」を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。 

【
日
時
】
10
月
28
日
（水
）、
31
日
（土
）、 

 
 
 
 

  

11
月
３
日
（火
）、
７
日
（土
） 

 
 
 
 
 

各
回 

午
後
６
時
～
９
時 

【
場
所
】
小
笠
原
高
等
学
校
体
育
館 

【
対
象
者
】
初
心
者 

【
定
員
】
20
名 

【
参
加
費
】 

 

《
受
講
料
》
１
０
０
０
円 

 

※
事
前
に
納
付
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

《
ス
ポ
ー
ツ
保
険
代
》
５
０
０
円 

 

※
初
回
に
徴
収
し
ま
す
。 

【
持
参
す
る
も
の
】 

運
動
の
で
き
る
シ
ュ
ー
ズ
（
体
育
館
内
で
使
用

で
き
る
上
履
き
） 

【
申
込
締
切
】
10
月
15
日
（木
） 

【
申
込
方
法
】 

①
住
所
、
②
氏
名
、
③
年
齢
、
④
電
話
番
号
、

⑤
経
験
の
有
無
、
⑥
ラ
ケ
ッ
ト
の
有
無
を
明
記
の

上
、
小
笠
原
高
校
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
高
等
学
校 

 
 
 
 

２
―
２
３
４
６ 

 
 
 
 
 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 
 

２
―
２
３
４
１ 

  

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
（釣
浜
） 

 

商
工
会
青
年
部
で
は
、
美
し
い
小
笠
原
の
自
然
を

維
持
し
て
い
く
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ビ
ー
チ
ク 

リ
ー
ン
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。 

今
月
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
小
笠
原
ク
ラ
ブ
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
て
、
日
本
全
国
で
10
月
に
行
わ
れ
る
「
第
３
回
ふ

る
さ
と
清
掃
運
動
会
」
に
参
加
す
る
か
た
ち
で
行
い

ま
す
。 

「
地
球
温
暖
化
を
止
め
る
！ 

そ
し
て
、ふ
る
さ
と

の
環
境
を
守
り
、子
ど
も
た
ち
に
美
し
い
日
本
（小
笠

原
）
を
残
し
て
い
く
」
と
い
う
今
回
の
活
動
の
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
多
く
の
方
々
に
ご
参
加

を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

【
日
時
】
10
月
25
日
（日
）
午
前
９
時
～
お
昼
ご
ろ 

※
雨
天
の
場
合
は
中
止 

【
集
合
場
所
】
釣
浜
駐
車
場 

【
持
ち
物
】
飲
み
物
、
軍
手 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
商
工
会
青
年
部 

 

２
―
２
６
６
６ 

 

男
の
料
理
教
室
受
講
生
募
集 

 
 ◎

第
23
回 

ム
ロ
ア
ジ
を
料
理
す
る 

～
場
所
を
移
し
昼
食
会
を
し
ま
す
～ 

 

健
康
維
持
・
増
進
の
た
め
に
は
日
ご
ろ
の
食
習
慣

が
大
切
で
す
。 

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
料
理
を
作
り
た
い
。
ま

た
、
料
理
好
き
だ
が
自
己
流
な
の
で
、
正
し
い
料
理

法
を
知
り
た
い
と
い
う
方
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

今
回
は
島
の
食
材
で
す
。 

※
食
材
が
手
に
入
ら
な
い
場
合
は
、
メ
ニ
ュ
ー
を
変

更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

【
日
時
】
10
月
11
日
（日
）
午
前
９
時
～
午
後
１
時 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室 

【
募
集
人
数
】
10
名
程
度
（成
人
男
性
） 

【
参
加
費
】
１
０
０
０
円
程
度
（食
材
に
よ
る
） 

【
持
ち
物
】
包
丁
、
エ
プ
ロ
ン
ま
た
は
前
掛
け
、 

 

三
角
巾
（バ
ン
ダ
ナ
・
タ
オ
ル
可
）、
飲
み
物 

【
申
込
締
切
】
10
月
９
日
（金
）
※
先
着
順 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会  

 
 
  
 
 
 
 

２
―
２
４
８
６ 

 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室
よ
り 

 

昨
年
度
、
父
島
図
書
室
で
の
年
間
貸
出
総
数
は
２

万
３
８
４
冊
（内
児
童
書
４
１
８
１
冊
）、
村
民
１
人

当
た
り
で
は
10
・
４
冊
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
国

民
人
口
当
貸
出
数
４
・
９
冊
（２
０
０
５
年
）の
２
倍

以
上
の
す
ば
ら
し
い
実
績
で
す
。 

ま
た
、
予
約
受
付
件
数
は
５
８
６
件
で
、
こ
の
内

４
７
７
冊
は
都
立
図
書
館
か
ら
協
力
貸
出
を
受
け
ま

し
た
。 

 ◎
第
63
回
読
書
週
間 「

思
わ
ず
夢
中
に
な
り
ま
し
た
」 

 

文
化
の
日
を
中
心
に
２
週
間
（
10
月
27
日
～
11

月
９
日
）、
読
書
週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

                

現
在
、
父
島
内
の
各
学
校
図
書
室
と
父
島
図
書
室

と
が
連
携
し
、
読
書
週
間
の
展
示
な
ど
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
る
よ
う
に
相
互
協
力
し
て
い
ま
す
。ご
来
館
、

ご
来
校
の
際
に
は
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。 

※
読
書
週
間
展
示
の
日
程
・
内
容
な
ど
に
つ
い
て
は
、 

各
図
書
室
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室 

 

２
―
２
９
１
１ 

小
笠
原
小
学
校
図
書
室 

 
 

２
―
２
０
１
２ 

小
笠
原
中
学
校
図
書
室 

 
 

２
―
２
５
０
２ 

小
笠
原
高
校
図
書
館 

 
 

 

２
―
２
３
４
６ 

 

島
で
あ
そ
び
隊
！ 

  

◎
ア
ホ
ウ
ド
リ
を
知
り
隊
・
ア
ホ
ウ
ド
リ
に 

な
り
き
り
隊
！ 

※
抽
選 

 

【
～
聟
島
に
ア
ホ
ウ
ド
リ
が
や
っ
て
来
る
？ 

ア
ホ
ウ
ド
リ
な
り
き
り
グ
ッ
ズ
を
作
ろ
う
！
～
】 

 

《
日
時
》
10
月
12
日
（月
） 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分 

 

《
集
合
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

 

《
募
集
人
数
》
20
名
（小
学
生
、
中
学
生
対
象
） 

 

《
参
加
費
》
１
０
０
円
（ワ
ー
ク
シ
ー
ト
代
含
む
） 

 

《
持
ち
物
》
飲
物
、
帽
子
、
タ
オ
ル 

 

《
主
催
》
Ｂ
Ｉ
Ｏ
、
環
境
省 

 
 
 

 

【
予
約
方
法
】 

○
用
紙
で
の
応
募
と
な
り
、
電
話
で
の
予
約
は
で

き
ま
せ
ん
。 

○
小
笠
原
小
学
校
と
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
申
し

込
み
箱
を
置
き
ま
す
。 

○
参
加
者
に
は
追
っ
て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

【
申
込
締
切
】
10
月
２
日
（金
） 

※
詳
細
は
、
島
で
あ
そ
び
隊
チ
ラ
シ
に
て
ご
確
認

く
だ
さ
い
。 

 

◎
母
島
で
昆
虫
を
探
し
隊
！ 

【
母
島
の
昆
虫
を
観
察
し
て
み
よ
う
】 

 

《
日
時
》
10
月
17
日
（土
） 

午
後
１
時
～
４
時
30
分 

 

《
対
象
者
》
母
島
小
学
校
３
年
生
～
６
年
生 

 

《
参
加
費
》
１
０
０
円
（ワ
ー
ク
シ
ー
ト
代
含
む
） 

 

《
持
ち
物
》
飲
物
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具 

 

《
主
催
》
Ｂ
Ｉ
Ｏ
、
環
境
省 

 
 
 

 

【
予
約
方
法
】 

○
用
紙
で
の
応
募
と
な
り
、
電
話
で
の
予
約
は
で

 

い
ま
、
電
子
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
に
よ
っ

て
、
世
界
の
情
報
伝
達
の
流
れ
は
、
大
き

く
変
容
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
使
い
手
が
人
間
で
あ
る
か
ぎ
り
、
そ

の
本
体
の
人
間
性
を
育
て
、
か
た
ち
づ
く

る
の
に
、「
本
」
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す

こ
と
は
か
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

暮
ら
し
の
ス
タ
イ
ル
に
、
人
生
設
計
の

な
か
に
、
新
し
い
感
覚
で
の
「
本
と
の
つ

き
あ
い
方
」
を
と
り
い
れ
て
い
き
ま
せ
ん

か
。 （

社
）
読
書
推
進
運
動
協
議
会 
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き
ま
せ
ん
。 

○
母
島
小
学
校
に
申
し
込
み
箱
を
置
き
ま
す
。 

○
詳
細
は
後
日
チ
ラ
シ
に
て
案
内
し
、
参
加
者
に

は
追
っ
て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

 

◎
注
意
・
確
認
事
項 

○
行
事
保
険
（開
催
者
負
担
）
に
加
入
し
て
い
ま 

す
。 

○
父
島
の
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
抽
選
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

○
小
学
生
未
満
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

（保
護
者
同
伴
で
見
学
は
可
能
で
す
。） 

 

●
問
合
せ
先 

Ｂ
Ｉ
Ｏ
あ
そ
び
隊
事
務
局 

 
 
 
 
 
 
 

０
９
０
―
５
２
０
３
―
６
７
５
９ 

 

「ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・キ
ッ
ズ
」開
催 

 

◎
第
１
回
「
木
星
に
生
き
物
は
い
る
か
？
」 

 

子
供
の
た
め
の
星
の
観
察
会
「
ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ

ク
・
キ
ッ
ズ
」
が
帰
っ
て
き
ま
し
た
！ 

小
笠
原
の
美
し
い
星
空
を
見
上
げ
て
、
宇
宙
の
秘

密
を
探
り
ま
し
ょ
う
。 

【
日
時
】
10
月
16
日
（金
）
午
後
７
時
～
８
時
30
分

※
６
時
30
分
よ
り
受
付
開
始 

【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上 

※
２
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
能
で
す
。 

【
集
合
場
所
】
お
ま
つ
り
広
場
ス
テ
ー
ジ
前 

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

※
２
回
目
か
ら
は
１
０
０
円 

【
講
師
】
官
谷
幸
利
（国
立
天
文
台
職
員
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・
キ
ッ
ズ
運
営
委
員
会 

 
 

事
務
局 

手
塚
幸
恵 

 
 
 
 
 
 
 

０
８
０
―
３
９
１
４
―
２
６
４
４ 

    

                                       

    

専
門
診
療 

 

◎
耳
鼻
咽
喉
科
（昭
和
大
学
病
院
） 

【
母
島
】 

《
日
時
》
10
月
10
日
（土
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 

  
 

11
日
（日
）
午
前
・
午
後 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
父
島
】 

《
日
時
》
10
月
13
日
（火
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 

  

14
日
（水
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 

  

15
日
（木
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 

  

16
日
（金
）
午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 

  

17
日
（土
）
午
前
・
午
後 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

【
受
付
時
間
】 

午
前
８
時
（母
島
は
午
前
８
時
30
分
）
～
11
時 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（父
島
） 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
い
た
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で
の
ご
予
約
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
３
，
４
か
月
、
６
，
７
か
月
、 

９
，
10
か
月
、
1
歳
６
か
月
、 

２
歳
６
か
月
（歯
科
健
診
の
み
）、 

３
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
10
月
８
日
（木
）
午
後
２
時
～
３
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

母
島
乳
幼
児
計
測
会 

  

お
子
さ
ま
の
発
育
を
一
緒
に
確
か
め
ま
せ
ん
か
？ 

当
日
は
身
長
・
体
重
等
の
測
定
を
行
い
ま
す
。 

母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
事
前
予
約
は
不

要
で
す
。 

【
対
象
者
】
０
歳
～
６
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
10
月
１
日
（木
） 

午
前
10
時
～
11
時
30
分 

【
場
所
】
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（父
島
） 

 

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
止

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
） 

【
日
時
】
10
月
14
日
（水
）午
前
９
時
30
分
～
11
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
必
要
な
も
の
】 

運
動
の
で
き
る
服
装
、
上
履
き
、
飲
み
物 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

育
児
学
級
（離
乳
食
の
会
） 

 

栄
養
士
と
一
緒
に
島
の
食
材
を
使
っ
た
離
乳
食
を

作
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
事
前

に
電
話
で
の
ご
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
お
お
よ
そ
３
か
月
か
ら
８
か
月
の 

 
 

お
子
様
と
保
護
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【
日
時
】
10
月
26
日
（月
） 

 
 
 
 
 

午
前
10
時
～
11
時
30
分 

 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室 

【
必
要
な
も
の
】
母
子
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１

お
が
さ
わ
ら
丸

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２２，５７０ (±0) １１，２９０ (±0)

特 ２ 等 ３３，８５０ (±0) １６，９３０ (±0)

１ 等 ４５，１４０ (±0) ２２，５７０ (±0)

特 １ 等 ５２，１９０ (±0) ２６，１００ (±0)

特 等 ５６，４９０ (±0) ２８，２５０ (±0)

２等（学割） １８，０６０ (±0) 
２等 

（身体障害者割引） １１，２９０ (±0)  ５，６５０ (±0)
村民割引 

（往復）２等 ３３，８６０ (±0) １６，９４０ (±0)

貨
物
運
賃 

１ 等  品 １５，２０４ (±0)

２  等  品 １４，１５４ (±0)

３  等  品 １３，０２０ (±0)

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，５２３ (±0)

０．０７５トン以下  １，１３４ (±0)

１０月の燃料油価格変動調整金 
 

 １０月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。 

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（  ）内は変動調整額 
単位：円 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０

貨
物
運
賃 

１ 等  品 ８，６４５ （+581）

２  等  品 ８，１０４ （+544）

３  等  品 ７，５６４ （+508）

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ８６６ （+58）

０．０７５トン以下 ６５３ （+44）

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ４，２３０ (+450) ２，１２０ (+230)

１ 等 ８，４７０ (+910) ４，２４０ (+460)

村民割引 
（往復）２等 ５，５００ (+580) ２，７６０ (+300)



  NO．559   平成 21（2009）年 10 月 1 日（木）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-9- 

 
 

                                

                                 

                                 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

クジラ：そういえば来月は１年に１回の健康診断ですね。昨年から何か変わったような…。 
 

保健師：そうなのです。国の方針により昨年から４０歳～７４歳までの健診の実施主体が「住民の方一人一人が加入している

健康保険の保険者」になりました。「基本健診」が「特定健診」に変わり、それに伴い「住民健診」という名称を「小

笠原村健康診断」に改名しました。 
 

クジラ：うーん、実際、どのように変わったのですか？ ３０歳～３９歳、７５歳以上は？ 
 

保健師：村の特定健診は基本的に国保の方と３０歳～３９歳、７５歳以上の方が対象となりました。該当する方は今までどお

りに健診を受けてください。その他の健康保険に加入している方も村と保険者が契約していたり、「特定健診受診券」

（９月号の村民だよりの１ページ目を参照してください。）をお持ちいただければ、特定健診を受けることができます。

また、がん検診は対象年齢に達した住民の方すべてが対象となりますので、ぜひ皆さん、受けてください。 
 

クジラ：国保以外の人でもがん検診はそのまま受けられるのですか？ 
 

保健師：社会保険の方でも、村と契約している保険者に加入していたり、「特定健診受診券」を村に提出された方はそのまま

１１月から始まる検診の予約をしていただければ受けることができます。企業健診で特定健診を受けて、がん検診の

み受けたいという方は、「問診票を配布するための受付」をしなければならないので、お手数ですが福祉係、または母

島支所までお問い合わせください。 
 

クジラ：なるほど、１１月からの予約、忘れないようにしないと・・・。 
 

保健師：気になることがあったら、いつでも聞いてくださいね！ 

― 村民課福祉係 ―

― 第 １１６ 号 ― 

クジラの伝言板 

 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 
 

 

島内ではインフルエンザも落ち着き、台風も過ぎ去り、ふと気がつくと、来月は健康診断！ 1 年はあっという間

ですね。昨年の健診結果はいかがでしたか？ 良かった人も、好ましくなかった人も、今年の健診結果を見てにっこ

りできるように、健診まで残り 1 か月半、こころ と からだ の準備をしませんか。 

こころ と からだ の準備 3 か条 

第１条  和食中心の食事にして、腹八分目をこころがけよう！ 

第 2 条  体を動かそう！ 1 日「1 万歩」歩こう！ 

第 3 条  ストレスを溜めず、健康な こころ を育もう！ 
 

 
 

 

～期待できる効果～ 
 

→洋食に比べ、和食は脂肪分が少ないので、中性脂肪やコレステロールの値の改善につながります。 
 

→脂肪分が少ないということは摂取カロリーも少なくなるということ。摂取カロリーの低下と運動 

によるカロリーの消費によって体重の減少につながります。 
 

→1 日 1 万歩程度の運動を毎日行うと、生活習慣病の発症リスクが低くなることが期待されています。
 

→こころの健康はからだの健康に直結します。ストレスは胃かいよう等、さまざまな症状となって体に

表れます。心身ともにリラックスした状態で健診を受ければ、きっと期待どおりの効果を実感できる

はず！ 

 

10 分歩くと約 1000 歩になります。 

まずは、いつもより 10 分多く歩いて

みませんか？ 午前 10 分、午後 10 分

余分に歩くだけで 2000 歩も多く歩く

ことができます。 

和食って素材の味が

活きているね！ 

 

知って得するマメ知識 

 

ま 豆・大豆製品 カルシウム・カリウム・食物繊維が豊富 

ご ごま ビタミン・ミネラルが豊富 

わ わかめ（海藻類） 低カロリーで食物繊維、ミネラルが豊富 

や 野菜 ビタミン・ミネラル・食物繊維の宝庫 

さ 魚 
青背魚に含まれる EPA、DHA による心筋梗塞

等のリスク低減が示唆される 

し
しいたけ 

（きのこ類） 
低カロリーで食物繊維、ミネラルが豊富 

い いも類 
ビタミン・食物繊維が豊富。じゃがいもは体内の

塩分を排泄するカリウムも豊富 

 

生活習慣病予防・改善として注目される食材 
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
任
意
予
防
接
種 

 
今
年
も
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
任
意
予
防
接

種
を
実
施
し
ま
す
。 

接
種
後
、
効
果
が
現
れ
る
ま
で
約
２
週
間
程
度
か

か
り
、
効
果
は
約
５
か
月
持
続
し
ま
す
。
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
備
え
、
早
め
の
接
種
を
お

勧
め
し
ま
す
。 

接
種
す
る
回
数
は
、
13
歳
以
上
の
方
は
１
回
、
１

歳
か
ら
12
歳
ま
で
は
２
回
で
す
。
１
歳
未
満
の
接
種

は
有
効
性
が
不
明
の
た
め
、
お
勧
め
し
て
お
り
ま
せ

ん
。 

※
19
歳
未
満
の
方
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。 

※
７
歳
未
満
の
方
は
母
子
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。 

【
父
島
】
※
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

《第
１
回
》
10
月
19
日
（月
）～
30
日
（金
）の
午
後 

 
 

※
土
、
日
、
水
曜
日
は
除
く 

 

《第
２
回
》
11
月
16
日
（月
）～
27
日
（金
）の
午
後 

 
 

※
土
、
日
、
祝
日
、
水
曜
日
は
除
く 

 

《受
付
時
間
》午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分 

※
11
月
17
日
（火
）の
み
、
午
後
３
時
30
分
か

ら
接
種
開
始
と
な
り
ま
す
。 

【
母
島
】
※
予
約
制
で
す
。
申
し
込
み
は
10
月
１

日
（木
）か
ら
受
け
付
け
ま
す
。 

《第
１
回
》
10
月
19
日
（月
）～
30
日
（金
） 

 
 

※
土
、
日
は
除
く 

 

《第
２
回
》
11
月
16
日
（月
）～
27
日
（金
） 

 
 

※
土
、
日
、
祝
日
、
19

日
（
木
）
午
後
、 

 
 

20
日
（金
）
は
除
く 

【
費
用
】
１
回
に
つ
き 

２
２
０
０
円 

 

右
記
以
外
の
日
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
ワ
ク
チ
ン

の
在
庫
や
予
定
を
あ
ら
か
じ
め
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 
 

全
国
的
に
ワ
ク
チ
ン
が
不
足
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
早
め
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
村
診
療
所 

 
 
 
 

２
―
３
８
０
０ 

 
 

母
島
診
療
所 

 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
５ 

     

世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
世
界
自
然
遺
産
管
理
計
画
（
案
）
に
関
す
る
パ
ブ 

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
結
果
に
つ
い
て 

 

【
概
要
】 

 
 

７
月
17
日
か
ら
８
月
16
日
ま
で
の
間
、
世
界

自
然
遺
産
候
補
地
小
笠
原
諸
島
管
理
計
画
（案
）に

対
す
る
国
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
た

結
果
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

【
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
た
結
果
】 

《
意
見
提
出
数
》 

        《
意
見
に
対
す
る
対
応
お
よ
び
意
見
総
数
》 

             

【
主
な
意
見
】 

 

○
小
笠
原
諸
島
の
概
要
に
海
域
の
自
然
環
境
を
記

載
す
べ
き
。 

 

○
共
生
し
た
島
の
暮
ら
し
の
中
で
、
多
様
な
島
民

の
た
め
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
の
趣
旨
を
取

り
入
れ
て
欲
し
い
。 

 

○
具
体
的
に
、
登
録
後
に
現
在
の
生
活
が
ど
の
よ

う
に
変
わ
る
の
か
分
か
り
や
す
く
教
え
て
欲

し
い
。 

 

○
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ノ
ス
リ
に
つ
い
て
、
保
全
の
必
要

性
が
認
識
さ
れ
て
い
る
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス

バ
ト
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
の
よ
う
に

危
急
性
の
あ
る
希
少
種
と
同
等
の
配
慮
が
明

記
さ
れ
る
よ
う
に
。 

 

○
す
べ
て
の
項
目
が
理
念
や
理
想
論
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
具
体
的
な
記
述
を
し
て
欲
し
い
。 

 

○
誤
記
載
の
修
正 

 

○
各
種
推
奨
意
見
（こ
こ
に
つ
い
て
は
、こ
う
す
べ

き
と
個
別
箇
所
の
修
正
意
見
） 

【
総
評
】 

 
 

約
１
か
月
に
わ
た
り
意
見
を
募
集
し
た
結
果
と

し
て
、
島
外
か
ら
の
意
見
は
ほ
と
ん
ど
無
く
村
民

か
ら
の
意
見
が
多
か
っ
た
。 

こ
の
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ
る
こ
と
は
、
小
笠
原

諸
島
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
関
す
る
情
報
が
外

部
に
は
そ
れ
ほ
ど
理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
村

民
は
登
録
後
の
生
活
変
化
等
を
含
め
て
自
分
た
ち

の
住
む
島
の
自
然
保
護
に
関
し
て
一
定
の
理
解
を

示
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。 

今
回
い
た
だ
い
た
意
見
に
つ
き
ま
し
て
は
、
参

考
と
す
る
と
こ
ろ
は
管
理
計
画
（案
）の
文
書
を
修

正
す
る
な
ど
対
応
し
、
今
後
の
進
め
方
で
検
討
に

値
す
る
意
見
は
、
検
討
材
料
と
し
て
活
用
し
て
い

き
ま
す
。 

【
今
後
の
進
め
方
】 

 
 

今
回
い
た
だ
い
た
意
見
を
参
考
に
修
正
等
を
行

っ
た
管
理
計
画
（案
）に
基
づ
き
、
９
月
25
日
に
関

係
省
庁
連
絡
会
議
が
開
催
さ
れ
、
ユ
ネ
ス
コ
に
提

出
す
る
推
薦
書
（暫
定
版
）お
よ
び
添
付
す
る
管
理

計
画
（案
）
を
正
式
決
定
し
、
ユ
ネ
ス
コ
に
提
出
し

ま
し
た
。 

今
回
の
推
薦
書
（暫
定
版
）の
提
出
は
、
ユ
ネ
ス

コ
が
世
界
自
然
遺
産
の
登
録
を
審
査
す
る
た
め 

に
、
求
め
て
い
る
様
式
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う

か
の
事
前
審
査
を
受
け
た
上
で
、
来
年
２
月
に
本

提
出
を
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

ア
カ
ポ
ッ
ポ
探
検
隊 

 

第
17
回
「
も
ち
ろ
ん
１
人
で
歩
け
ま
す
」 

  

東
京
営
林
局
の
報
告
書
に
は
、「
火
山
列
島
を
除
く

小
笠
原
諸
島
に
約
40
羽
」
と
い
う
推
定
値
が
出
て
い

ま
し
た
。
聟
島
、
父
島
、
母
島
列
島
で
の
観
察
個
体

数
と
「
未
確
認
だ
け
ど
い
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
数
の

合
計
で
す
。 

 

２
０
０
２
年
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
に
は
、
こ

の
報
告
を
引
用
し
て
「
小
笠
原
諸
島
に
40
羽
」
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。
一
見
、
火
山
列
島
を
含
め
て
40
羽

に
見
え
ま
す
が
、
よ
く
読
む
と
、
前
の
方
に
「
小
笠

原
諸
島
と
火
山
列
島
に
分
布
す
る
」
と
書
か
れ
て
い

ま
し
た
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
い
う
「
小
笠
原
諸
島
」

と
は
火
山
列
島
を
含
め
な
い
「
小
笠
原
群
島
」
の
こ

と
で
す
。 

 

し
か
し
、
そ
の
後
「
小
笠
原
諸
島
に
40
羽
」
の
部

分
だ
け
が
引
用
さ
れ
、
全
部
で
40
羽
と
誤
解
さ
れ
て

い
る
例
も
よ
く
見
ま
す
。
こ
の
推
定
値
に
は
火
山
列

島
の
数
が
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
、
実
際
に
は
、
よ

り
多
い
は
ず
で
す
。 

 

「
全
部
で
40
羽
」
が
一
人
歩
き
す
る
と
、
問
題
が

あ
り
ま
す
。
仮
に
、
調
査
が
進
み
火
山
列
島
に
も
40

羽
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
と
し
ま
す
。
す
る
と
、
本

当
は
も
と
も
と
合
計
80
羽
だ
っ
た
だ
け
な
の
に
、

「
40
羽
と
さ
れ
て
い
た
の
が
80
羽
に
な
っ
た
。
増

え
た
。」
と
誤
解
さ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
一
人
歩
き
は
、

ま
だ
控
え
た
方
が
良
さ
そ
う
で
す
ね
。 

 

川
上
和
人 

（森
林
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員
） 

  

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

ア
カ
ポ
ッ
ポ 

＝
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
の
愛
称 

合 
 
 
 

計 

電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
も
の 

フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
る
も
の 

封
書
等
に
よ
る
も
の 

13
通 

７
通 

３
通 

３
通 

合 
 
 
 

計 

そ
の
他
の
意
見
等 

今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
も
の 

意
見
の
趣
旨
の
一
部
を
す
で
に

反
映
し
て
い
る
も
の 

意
見
の
趣
旨
を
す
で
に
反
映
し

て
い
る
も
の 

意
見
を
ふ
ま
え
、
修
正
す
る 

も
の 

１
０
２
件

16
件 

40
件 

11
件 

20
件 

15
件 
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小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 

 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 

 

「
折
れ
曲
が
っ
て
も
大
丈
夫
」 

 

ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
「
♯
１
７
６
番
」。
主
に

嫁
島
周
辺
で
目
撃
さ
れ
て
い
る
個
体
で
、上
の
吻
（以

下
「
口
」
と
い
う
。）
が
大
き
く
折
れ
曲
が
っ
て
い
る

の
が
特
徴
で
す
。
イ
ル
カ
調
査
隊
で
は
２
０
０
６
年

６
月
に
初
め
て
目
撃
さ
れ
ま
し
た
。
折
れ
曲
が
っ
た

口
で
は
餌
を
捕
り
づ
ら
そ
う
で
す
が
大
丈
夫
な
の
で

し
ょ
う
か
？ 

人
間
が
何
か
を
食
べ
る
時
、
ま
ず
は
手
や
箸
を
使

っ
て
口
に
物
を
運
び
ま
す
。
そ
し
て
歯
で
噛
み
砕
い

て
か
ら
胃
に
流
し
込
み
ま
す
。
一
方
、
ミ
ナ
ミ
ハ
ン

ド
ウ
イ
ル
カ
な
ど
一
部
の
ハ
ク
ジ
ラ
類
は
、
胸
ビ
レ

や
箸
を
器
用
に
使
っ
て
口
に
魚
や
イ
カ
を
運
び
、
ボ

リ
ボ
リ
と
噛
み
砕
い
て
か
ら
ゴ
ク
リ
と
飲
み
込
み
ま

す
。
と
い
う
の
は
冗
談
で
、
一
説
に
よ
れ
ば
、
餌
を

捕
ま
え
る
際
、
口
の
中
に
吸
い
込
む
と
も
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
噛
み
砕
か
ず
に
丸
飲
み
し
ま

す
。 

「
♯
１
７
６
番
」
の
口
は
多
少
折
れ
曲
が
っ
て
は
い

ま
す
が
、
こ
こ
３
年
間
、
特
に
衰
弱
し
て
い
る
様
子

も
観
察
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
吸
い
込
ん
だ
餌
を

逃
が
さ
な
い
役
割
は
十
分
に
果
た
し
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
今
後
も
、
今
と
変
わ
ら
ず
元
気
な
姿

を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。 

          

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

協
会 

２
―
３
２
１
５ 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
101 

 

―
産
卵
巣
へ
の
台
風
と
高
潮
の
影
響
― 

 

今
年
、
海
岸
線
の
植
物
が
広
く
長
く
海
に
向
か
っ

て
伸
び
て
い
た
り
、
潮
位
が
異
常
に
高
い
こ
と
に
お

気
づ
き
の
方
は
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
に
も
大
き

く
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。 

 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
は
、
植
生
の
中
で
産
卵
す
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
２
年
ほ
ど
大

き
な
台
風
が
来
て
い
な
い
こ
と
で
、
グ
ン
バ
イ
ヒ
ル

ガ
オ
や
ハ
マ
ゴ
ウ
な
ど
の
砂
浜
を
這
っ
て
育
つ
植
物

が
広
く
強
く
根
を
張
り
、
今
年
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の

産
卵
巣
は
、
そ
の
外
側
に
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。 

                 

ま
た
、
水
温
が
ず
っ
と
高
い
こ
と
で
、
海
水
が
膨

張
し
て
起
こ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
異
常
潮
位
に

よ
り
、
波
は
通
常
の
満
潮
ラ
イ
ン
を
超
え
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
産
卵
巣
と
海
岸
線
の
距
離
が
短
く

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
台
風
12
号
、
14
号
な
ど
の

小
笠
原
近
海
の
通
過
に
よ
り
、
多
く
の
産
卵
巣
が
水

没
、
流
出
を
ま
ぬ
が
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
い
く
つ
か
の
産
卵
巣
を
事

前
に
救
出
し
た
も
の
の
、
す
べ
て
の
救
出
は
困
難
で

し
た
。
今
回
の
例
を
参
考
に
、
今
後
、
海
岸
線
の
倒

木
や
流
木
の
除
去
も
含
め
て
、
産
卵
浜
の
保
全
と
整

備
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

◎
さ
よ
う
な
ら
製
氷
工
場 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
手
前
に
広
が
る
製
氷
海
岸
。
皆

さ
ん
は
、
こ
の
海
岸
の
名
前
の
由
来
を
ご
存
じ
で
し

ょ
う
か
？ 

そ
れ
は
、海
洋
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ミ
ガ
メ
水

槽
の
山
側
に
あ
る
建
物
で
す
。 

こ
の
建
物
は
、
大
正
12
年
（１
９
２
３
年
）
に
当

時
の
南
洋
諸
島
漁
業
に
氷
を
供
給
す
る
た
め
に
建
て

ら
れ
た
製
氷
工
場
（現
在
は
株
式
会
社
ニ
チ
レ
イ
）で

し
た
。
カ
メ
水
槽
の
海
側
に
は
、
氷
を
運
び
出
し
て

い
た
桟
橋
跡
も
見
ら
れ
ま
す
。 

第
２
次
世
界
大
戦
で
銃
撃
も
受
け
ま
し
た
が
、
今

日
ま
で
そ
の
跡
を
留
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
老
朽
化
は
激
し
く
、
こ
の
た
び
取
り
壊
す
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。 

                   

◎
海
洋
セ
ン
タ
ー
臨
時
休
館 

 

製
氷
工
場
取
り
壊
し
工
事
に
伴
い
、
安
全
確
保
の

た
め
、
次
の
と
お
り
海
洋
セ
ン
タ
ー
を
休
館
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す 

が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

【
休
館
期
間
】
10
月
15
日
（木
）～
11
月
下
旬 

※
日
曜
日
は
通
常
ど
お
り
開
館
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
ネ
イ
チ
ャ
ー
）
２
―
２
８
３
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://bonin-ocean.net 

                         

調査隊では「ブッチョ」と 

呼んでいます 

老朽化した製氷工場 

境浦の例「産卵巣と満潮ライン」 

産卵巣 

満潮ライン



インフルエンザ任意予防接種申込受付開始（母島） 入港日

母島乳幼児計測会 父島動物巡回診療申込締切

定期予防接種 東京三弁護士会による法律相談（母島）

小笠原高校公開講座申込締切

入港日 東京三弁護士会による法律相談（父島）

危険物取扱者保安講習（父島）

小・中・高連合運動会（予備日 10、12） ギャラクティック・キッズ（父島）

高校図書館開放（連合運動会実施の場合は休館）

母島で昆虫を探し隊！

危険物取扱者保安講習（母島）

高校図書館開放

出港日

15 木

金

17

16

3 土

日4

行　事　予　定日付 曜日

土

日付 曜日 行　事　予　定

1 木

2 金

出港日

家具転倒防止器具等の支給・取付申込開始（～30） 出港日

小型船舶免許の更新・失効講習申込開始（～23） 父島動物巡回診療（～19）

アカギ木工教室（父島）

小笠原諸島振興開発計画（素案）に対する意見募集終了

森林生態系保護地域の利用講習会（父島）

乳幼児健診・歯科健診（父島）

保育士（非常勤職員）応募締切

入港日 入港日

シロアリ対策事業（～17）

ビジターセンター講演会
　「アホウドリの歴史と小笠原諸島への再導入」

男の料理教室申込締切 電話による無料法律相談

耳鼻咽喉科専門診療（母島～11） 出港日

火

21 水

木

23 金

日18
6 火

19 月
水

8 木

5 月

7

9 金 22

20

耳鼻咽喉科専門診療（母島 11） 出港日

高校図書館開放（連合運動会実施の場合は休館） 高校図書館開放

全国地域安全運動（～20） ビーチクリーン（釣浜）

男の料理教室

出港日 母島巡回労働相談

ビジターセンター写真展 育児学級（離乳食の会）
　「未来へはばたけ アホウドリたち」終了

アホウドリを知り隊・アホウドリになりきり隊！

行政相談所の開設（父島）

耳鼻咽喉科専門診療（父島～17）

父島ノヤギ駆除

村民意見・提案・相談受付

シロアリ対策事業申込締切

森林生態系保護地域入林受付（母島）

水

29 木

金30
水

10 土

12 月

火

13 火

11 日

24

27

28

26 月

日

土

25

体育の日

森林生態系保護地域の利用講習会（母島）

日商簿記検定の申込締切 入港日

ヘルスアップ教室（父島） 高校図書館開放

金30
14 水

31 土




